
 

平成２２年３月１８日 

 

武豊線の電化について 
 

 

当社では、名古屋都市圏での通勤・通学輸送等を担っている武豊線（大府駅～

武豊駅間）を電化し、車両の共通化を行うことにより、名古屋都市圏において  

柔軟なダイヤの設定や弾力的な車両の増結などさらなる輸送サービスの向上や

列車遅延時の対応能力の向上を図ることができる体制とします。 

また、これに伴い新製車両を投入します。 

 

１．概要 （別紙参照） 

(1) 武豊線の電化 

電化区間：大府駅～武豊駅間 １９．３ｋｍ 

工事内容：電柱、架線等の電車線路設備及び変電所の新設 

(2) 新製車両の投入 

電車新製：３１３系 ２８両 

※なお、現在武豊線で使用しているキハ７５形気動車は、 
主に高山線に転用します 

 

２．設備投資額 

約８２億円（地上設備：約３２億円、車両：約５０億円） 
 

３．工事期間 

平成２２年３月～平成２７年６月まで 
 

４．電化開業時期 

平成２７年春（目途） 

 

５．その他 

今回の電化により、環境負荷の軽減として年間約２,９００トンのＣＯ２

排出を削減することができます。 
（従来比約５７％減、一般家庭の年間排出量の約５４０世帯分に相当します） 
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※ 大府（おおぶ）駅：愛知県大府市中央町、武豊（たけとよ）駅：愛知県知多郡武豊町 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 主な仕様 
・３１３系電車は、現在東海道線、中央線等で主力として活躍しており、省エネや   

バリアフリー、乗り心地等に配慮した当社の在来線近郊型車両として最も高性能・
高機能な車両です。 

・運転情報記録機能付きモニタ装置、緊急列車停止装置（ＥＢ）、緊急防護装置（ＴＥ）、
ＡＴＳ－ＰＴ装置などの安全設備を設置します。 

３１３系電車 

電化区間 別紙


